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出
番
あ
り
ま
す
　
居
場
所
も
あ
り
ま
す

　
　-

ウ
チ
ら
の
町
の
老
人
ク
ラ
ブ-                                                                                                                         

　

主
に
自
治
会
単
位
を
基
本
と
し
た
、
概
ね
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
に
よ
る
自
主
的
な
組
織
が
「
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を

生
か
し
た
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

み
ん
な
で
笑
っ
て
い
る
の
が
い
い

平
田
大
沢
清き

よ

草く
さ

会か
い

の
「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」

　
「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」
は
、
毎
月

第
２
、
第
4
火
曜
日
に
自
治
会
内

の
集
会
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
何
も
な
い
一
日
よ
り
も
、
通

う
だ
け
で
も
集
ま
ろ
う
」
と
平
成

27
年
２
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
毎
回
15
人
ぐ

ら
い
が
集
ま
り
、
輪
投
げ
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
カ
ラ
オ

ケ
、
手
芸
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
し
て
い
た
80
代
の
女
性

は
笑
顔
で
「
家
に
い
て
も
、
一
人

だ
と
す
る
こ
と
が
な
い
。
み
ん
な

と
一
緒
に
ワ
イ
ワ
イ
話
す
の
が
楽

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
運
営
は
、
会
員
が
協

力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

の
昼
食
は
、
男
性
会
員
が
「
単
身

赴
任
時
代
に
培
っ
た
力
」
で
手
作

り
し
た
中
華
風
雑
炊
で
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
に
住
む
会
員
で

な
い
高
齢
者
に
も
声
を
か
け
る

た
め
、「
自
治
会
を
巻
き
込
み
た

い
」
と
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
を

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
老
人
ク
ラ

ブ
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

次
回
掲

載
は
広
報

ひ
こ
ね
５

月
１
日
号

の
予
定
で

す
。

▶︎
憩
い
の
サ
ロ
ン
の
様
子

第２回

老
人
ク
ラ
ブ
の
主
な
活
動

生きが
いづくり 健康づくり

地域づくり仲間づくり
出番づくり
居場所づくり

自己実現
閉じこもり防止

健康寿命を延ばす

社会貢献新たな交流
支え合い

カラオケ、生花、将棋、
手芸などのサークル・
レクリエーションなど

グラウンドゴルフ、
ゲートボール、介護予防、
健康教室など

訪問、声かけ、サロン、
会報発行、親睦会など

登下校時の見守り、
防犯・防災・交通安全教室、
環境美化、世代間交流
など

老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
で
は
98
ク
ラ
ブ
、
約
６
、

５
０
０
人
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
出
番
づ
く
り
、

居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に
加
入
し

ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
費
を

一
部
補
助
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
、

生
き
が
い
活
動
、
友
愛
活
動
な
ど

を
行
う
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

費
を
一
部
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
ク
ラ
ブ
や
活
動
内

容
に
は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▶︎
昼
食
の
準
備
を
す
る
会
員
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彦
根
市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

口市
人
事
課

新
た
な
行
政
課
題
に
適
切
に
対

応
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
組
織

を
一
部
変
更
し
ま
す
。

【
設
置
】

▼
地
方
創
生
推
進
室
・
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

秘
書
広
報
課
を
「
秘
書
政
策

課
」
に
改
称
し
、
同
課
内
に
地

方
創
生
に
関
す
る
総
合
的
な
企

画
、
調
整
や
推
進
を
行
う
た
め

「
地
方
創
生
推
進
室
」
と
、
彦

根
市
の
魅
力
を
内
外
に
積
極
的

に
発
信
す
る
た
め
「
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
」
を
設

置
し
ま
す
。

▼
庁
舎
耐
震
化
推
進
室

公
有
財
産
管
理
室
を
「
公
有
財

産
管
理
課
」
と
し
、
同
課
内
に

市
役
所
の
庁
舎
耐
震
化
業
務
を

効
率
的
に
行
う
た
め
「
庁
舎
耐

震
化
推
進
室
」を
設
置
し
ま
す
。

▼
地
方
公
営
企
業
法
推
進
室

下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業

法
の
適
用
を
推
進
す
る
た
め
、

上
下
水
道
部
内
に
「
地
方
公
営

企
業
法
推
進
室
」
を
設
置
し
ま

す
。

▼
彦
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

生
活
環
境
課
に
設
置
し
て
い
る

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
「
彦
根

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
改

称
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
☎

30-

６
１
０
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

市
立
病
院
の
組
織

【
設
置
】

▼
経
営
戦
略
室

▼
診
療
情
報
管
理
室

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

移
行
に
合
わ
せ
た
組
織
強
化
を

行
う
た
め
、
新
た
に
病
院
事
業

管
理
者
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た

事
務
局
に
「
経
営
戦
略
室
」
を
、

医
事
課
に「
診
療
情
報
管
理
室
」

を
設
置
し
ま
す
。

▼
患
者
家
族
支
援
室

▼
在
宅
医
療
支
援
室

医
療
社
会
部
を
「
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
」に
改
称
し
、セ
ン
タ
ー

内
の
医
療
相
談
室
を
「
患
者
家

族
支
援
室
」
に
改
称
し
ま
す
。

ま
た
地
域
連
携
や
在
宅
支
援
を

推
進
す
る
た
め
セ
ン
タ
ー
内
に

「
在
宅
医
療
支
援
室
」
を
設
置

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

病
院
総
務
課

☎
22-

６
０
５
０
番
（
内
線

３
５
２
２
番
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

口市
学
校
教
育
課

　

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
の

就
学
に
必
要
な
経
費
を
負
担
す
る

こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、
学
用

品
費
、
学
校
給
食
費
な
ど
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

彦
根
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る

子
ど
も
が
い
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

▼
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

を
受
け
て
い
る
人　

▼
児
童
扶
養
手
当
（「
児
童
手
当
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
給
し
て
い

る
人　

▼
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
人　
　

▼

教
育
委
員
会
が
就
学
援
助
費

の
受
給
が
必
要
と
認
め
る
人

給
付
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

手
続
方
法　

各
小
・
中
学
校
ま
た

は

教
育
委
員
会
（
市
民
会
館
２

階
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
子
ど
も

が
在
学
し
て
い
る
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
他
市
町
村
の
場
合
は
、
所

得
を
証
明
す
る
書
類（
平
成
28
年

度
課
税
証
明
書
な
ど
で
前
年
度
の
所

得
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）の
添

付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
援
助
は
認
定
日

以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
日（
学
校
に
申
請
書
を
提
出
し

た
日
）
が
そ
の
月
の
16
日
か
ら

月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
た

と
き
は
、
翌
月
分
か
ら
の
給
付

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

平
成
27
年
度
彦
根
市
水
道
事
業 

事
業
評
価
報
告
書
の
公
表

口市
上
下
水
道
総
務
課

　

水
道
事
業
は
、
平
成
16
年
度
に

「
彦
根
市
水
道
事
業
中
期
経
営
計

画
」、
同
22
年
度
に
「
彦
根
市
水

道
事
業
第
２
期
中
期
経
営
計
画
」

を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
健
全
な
経
営
を
持
続
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
公
募
委
員
や
有
識
者
で

構
成
す
る
「
彦
根
市
水
道
事
業
評

価
委
員
会
」
を
設
置
し
、
事
業
評

価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
評
価
は
、
水
道
事
業

を
彦
根
市
の
外
部
か
ら
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
公
営
企
業
と
し
て
の

経
営
に
生
か
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
中
に
、
合
計
３
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、
同
26
年
度

事
業
の
評
価
結
果
を
「
平
成
27
年

度　

彦
根
市
水
道
事
業　

事
業
評

価
報
告
書
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
評
価
報
告
書
は
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）
や
、上

下
水
道
部
の
窓
口（
市
民
会
館
１
階
）、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
総

務
課
☎
22-

８
４
７
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

４
０
５
４
番

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す

埋
立
ご
み
の
搬
入

口市
生
活
環
境
課

　

中
山
投
棄
場
に
埋
立
ご
み
を
搬

入
す
る
に
は
「
不
燃
廃
棄
物
搬
入

許
可
申
請
書
」
が
必
要
で
す
。

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
中
山
投
棄
場

で
の
埋
立
処
理
を
終
了
し
、
民
間

業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
こ
と
か

ら
、
受
け
入
れ
基
準
を
遵
守
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
の
発
生

場
所
を
明
確
に
す
る
た
め
、
申
請

者
の
住
所
を
運
転
免
許
証
な
ど
で

確
認
し
ま
す
。

申
請
先　

生
活
環
境
課
、

清

掃
セ
ン
タ
ー
、
支
所
、
各
出
張

所
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番


